








研究目的 

新生児頭蓋内出血に関する知識は最近,にわかに増加しつつあるが,頭蓋内出血のうちの脳

室内出血の結果として,脳室拡大がおこりやすいことは以前からよく知られた事実である。 

一方,最近では胎児の頭蓋内出血が分娩時以外にもおこり得ることが見出され,Kim and 

Ely-aderani の報告をはじめとして過去 1 年間に少なくとも 4 例の報告が米国よりなされ

ている。これらはすべて超音波断層法により胎児診断が可能であったものであり,その頭蓋

内所見として脳室拡大がすべての例について第一の徴候として挙げられている。 

したがって,胎児・新生児期を通して,脳室の大きさを正確に把握することが,脳室内出血の

診断および予後判定に極めて重要であることがわかり,そのためには脳室の大きさについ

ての正常値を知っておく必要があることはいうまでもない。そこで,本年度は胎児における

脳室の超音波計測値について,正常値の検討を行った。 


